
『
開
目
抄
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
成
仏
は
唱
題
成
仏
・
即
身
成
仏
・
一
念
三
千
の
成
仏
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
（
定
遺
五
九
○
頁
）
・
そ
し
て
ま
た
一
方
で
は
霊
山
往
詣
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
成
仏

（
勺
且
）

の
説
示
の
関
係
に
つ
い
て
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
成
仏
と
い
う
こ
と
を
ど
う
と
ら
え

る
か
は
、
日
蓮
教
学
に
と
っ
て
重
要
な
一
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
成
仏
と
い
う
表
現
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、

日
蓮
教
学
展
開
史
上
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
果
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
成
仏
の
イ
メ
ー
ジ

を
自
己
の
信
仰
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
意
味
づ
け
る
の
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
信
仰
の
世
界
は
大
き
く
変
化
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
通
り
、
初
期
仏
教
に
お
け
る
解
脱
へ
の
道
は
浬
築
（
ｚ
笥
乱
口
巴
を
目
標
と
し
て
追
求
さ
れ
て
来
た
。
木
村
泰
賢
博
士
に
よ
れ

？
）

ぱ
、
印
度
に
お
け
る
解
脱
は
小
我
の
大
我
へ
の
一
如
と
し
て
集
約
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
教
理
論
が
、
上
座
部
仏
教
の
信
徒
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
か
、
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
小
乗
仏
教
の
信
徒
が
、
満
月
の
夜
に
ニ
ル
諺
ハ
ー
ナ
に

入
っ
て
（
と
い
う
こ
と
は
釈
尊
の
ニ
ル
編
ハ
ー
ナ
の
世
界
に
一
如
し
て
）
再
び
こ
の
世
に
生
れ
て
来
た
く
な
い
と
い
う
信
仰
告
白
を
し
た
の

を
、
驚
き
を
も
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
更
に
彼
は
、
日
本
の
仏
教
徒
は
凡
人
が
安
易
に
即
身
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と

霊
山
往
詣
と
即
身
成
仏
ｌ
覚
え
書
き

一

渡
辺
宝
陽
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と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
拝
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
３
）

一
の
「
霊
山
浄
土
へ
参
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
望
月
歓
厚
博
士
が
「
日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
」
で
整
理
せ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
聖
人
晩
年
に
こ
の
こ
と
が
強
調
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
千
日
尼
御
前
御
返
事
」
（
平
賀
本
）
に
は
、

か
お

「
我
等
は
稜
土
に
候
へ
ど
も
心
は
霊
山
に
住
く
し
。
御
面
を
見
て
は
な
に
か
せ
ん
。
心
こ
そ
大
切
に
候
へ
。
い
つ
か
／
～
釈
迦
仏
の
を
は

し
ま
す
霊
山
浄
土
に
ま
ひ
り
あ
ひ
候
は
ん
」
（
定
遺
一
五
九
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
「
上
野
殿
後
家
尼
御
前
御
書
」
（
真
蹟
存
）
に
は
、

上
野
の
後
家
尼
に
子
息
の
成
仏
の
す
が
た
を
語
ら
れ
て
、
「
心
は
父
君
と
一
所
に
霊
山
浄
土
に
参
り
て
、
手
を
と
り
頭
を
合
せ
て
こ
そ
悦

ば
れ
候
ら
め
」
（
定
遺
一
七
九
四
頁
）
等
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
聖
人
は
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
「
我
法
華
経
の
信
心
を
や

一
一
、

そ
し
て

ゴ
ー
一
一
、

を
非
難
し
て
、
（
歴
史
上
に
出
現
せ
ら
れ
た
）
釈
尊
以
外
に
仏
陀
は
存
在
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
深
遠
な
成
仏
の
世
界
を
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
把
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
日
蓮
聖
人
の
示
さ
れ
た
成
仏
の
説
示
を
う
か
が
っ
て
承
よ
う
。

い
わ
ば
、
日
蓮
聖
人
が
成
仏
と
い
う
こ
と
を
い
か
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
か
を
尋
ね
る
と
、

一
、
霊
山
浄
土
へ
の
往
詣

仏
凡
一
如
の
世
界

即
身
成
仏

一
一
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ぶ
ら
ず
し
て
、
霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
ゑ
ち
び
け
か
し
」
（
定
遺
六
○
五
頁
）
と
、
た
と
え
現
身
を
失
っ
て
も
釈
尊
の
ま
し
ま
す
霊
山
か

ら
こ
の
国
土
を
お
救
い
に
な
り
、
お
導
き
下
さ
ろ
う
と
い
う
境
地
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
華
経
が
常
住
に
説
法
さ
れ
つ
づ
け

る
霊
山
会
上
へ
の
回
帰
が
、
成
仏
の
証
（
あ
か
し
）
と
し
て
、
千
日
尼
や
南
条
の
尼
や
四
条
金
吾
等
々
に
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ａ
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を
く
わ
し
く
描
写
し
て
い
る
の
は
「
千
日
尼
御
返
事
」
で
あ
る
。

さ
れ
ば
故
阿
仏
房
の
聖
霊
は
今
い
づ
く
に
か
を
は
す
ら
ん
と
人
は
疑
う
と
も
、
法
華
経
の
明
鏡
を
も
っ
て
其
の
影
を
う
か
べ
て
候
へ

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
故
霊
各
々
の
す
が
た
が
確
認
さ
れ
る
と
し
て
も
、
法
華
経
の
世
界
に
帰
一
さ
れ
た
か
ら

に
は
、
同
一
身
に
ひ
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
「
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
」
（
真
蹟

存
）
に
も
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ク

ヒ

ヘ
こ

ぐ

乞
願
は
悲
母
我
子
を
恋
く
思
食
し
給
な
ぱ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
さ
せ
給
て
、
故
南
条
殿
・
故
五
郎
殿
と
一
所
に
生
れ
ん
と
願
は

こ
こ
で
は
、
阿
〃

こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ｂ
と
こ
ろ
で
、

と
こ
ろ
で
、 阿

仏

ぱ
、

そ
の
「
千
日
尼
御
返
事
」
の
前
文
に
は
、

も
お
て

九
界
六
道
の
一
切
衆
生
、
各
各
心
心
か
わ
れ
り
。
…
…
心
の
に
ざ
る
ゆ
へ
に
面
も
に
ず
。
ま
し
て
二
人
十
人
、
六
道
九
界
の
衆
生
の

心
い
か
ん
が
か
わ
り
て
侯
ら
む
。
さ
れ
ば
花
を
あ
い
し
、
月
を
あ
い
し
、
す
き
（
酸
）
を
こ
の
桑
、
に
が
き
を
こ
の
み
、
ち
い
さ
き

を
あ
い
し
、
大
な
る
を
あ
い
し
、
い
る
ノ
ー
、
な
り
。
善
を
こ
の
承
、
悪
を
こ
の
承
、
し
な
人
、
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
い
ろ
＃
～
に

候
へ
ど
も
、

霊
一
聡
山
の
山
の
，
中
に
名
ユ
玉
仏
の
｛
玉
塔
の
歯

房
の
故
霊
が
法
華
経
常
住
説
法
の
霊
山
会
上
に
参
入
し
て
い
る
姿
の
確
認
と
し
て
、
成
仏
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う

濁
鍋
圏
回
訓
制
剃
剰
刻
咽
唯
『
ん
の
身
、
一
人
の
心
な
り
。

（
定
遺
一
七
六
○
頁
）

日
蓮
は
見
ま
い
ら
せ
て
候
・
（
定
遺
一
七
六
一
頁
）
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次
に
、
二
、
即
身
成
仏
に
つ
い
て
一
瞥
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
即
身
成
仏
と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
聖
人
遺
文
に
示
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
「
妙
法
尼
御
前
御
返
事
」
（
真
蹟
存
）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ツ

法
華
経
の
名
号
を
持
人
は
、
一
生
乃
至
過
去
遠
を
劫
の
黒
業
の
漆
変
じ
て
白
業
の
大
善
と
な
る
。
い
わ
う
や
無
始
の
善
根
変
じ
て
金

上

色
と
な
り
候
な
り
。
し
か
れ
ば
故
聖
霊
、
最
後
臨
終
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
と
な
へ
さ
せ
給
し
か
ぱ
、
一
生
乃
至
無
始
の
悪
業
変
じ

ブ

ス

て
仏
の
種
と
な
り
給
・
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
浬
梁
、
即
身
成
仏
と
申
法
門
な
り
。
（
定
遺
一
五
三
七
頁
）

こ
こ
で
極
め
て
警
喰
的
に
語
ら
れ
る
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
浬
樂
、
即
身
成
仏
の
法
門
は
、
「
始
聞
仏
乗
義
」
（
真
蹟
存
）
に
比
較
的

く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
聖
人
が
天
台
の
『
法
華
文
句
』
に
よ
っ
て
就
類
種
の
開
会
、
相
待
種
の
開
会
を
論
じ
て
お
ら
れ

（
凸
弓
）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
者
の
就
類
種
は
法
華
経
に
帰
納
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

シ

ヒ

シ

マ

せ
給
へ
。
一
つ
種
は
一
つ
種
、
別
の
種
は
別
の
種
。
同
妙
法
蓮
華
経
の
種
を
心
に
は
ら
ま
せ
給
な
ぱ
、
同
妙
法
蓮
華
経
の
国
へ
生
れ

鋤
も
て
こ

さ
せ
給
く
し
。
三
人
面
を
な
ら
べ
さ
せ
給
は
ん
時
、
御
悦
い
か
が
う
れ
し
く
お
ぼ
す
べ
し
や
。
（
定
遺
一
八
一
三
頁
）

す
な
わ
ち
、
同
じ
妙
法
蓮
華
経
の
仏
種
に
よ
っ
て
引
導
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
じ
妙
法
蓮
華
経
の
国
へ
生
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
確
か

二
チ
ワ
ヒ
タ
マ
フ
ヲ
ワ
ン

ノ

ト
ス
ル

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
更
に
、
「
如
来
則
為
以
レ
衣
覆
し
之
、
又
為
三
他
方
現
在
諸
仏
之
所
二
護
念
一
」
（
法
師
品
）
の
経
文
を
引
用

し
て
、
そ
の
経
文
の
心
は
、
十
方
の
諸
仏
が
ぞ
く
ぞ
く
と
影
現
さ
れ
て
、
「
法
華
経
の
行
者
を
守
護
せ
さ
せ
給
ふ
事
、
薯
ぱ
大
王
の
太
子

の
諸
の
臣
下
の
守
護
す
る
が
如
」
く
で
あ
る
と
言
い
、
更
に
諸
天
の
守
護
に
ま
で
語
り
及
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
華
経
の
国
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
見
事
に
語
り
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
一
一
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は
言
え
、
一
分
、
爾
前
の
経
々
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
定
遺
一
四
五
二
貢
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
相
待
種
の
開
会
こ
そ

法
華
経
が
開
示
し
よ
う
と
す
る
法
門
で
あ
る
と
い
う
。

ニ
ク
ナ
ル
カ
ナ
ル

ナ
リ
ト

ト
ノ
モ
シ
ノ

ナ
リ
ト
モ
ッ
ノ

止
観
云
云
何
聞
円
法
聞
二
生
死
即
法
身
・
煩
悩
即
般
若
・
結
業
即
解
脱
一
。
錐
し
有
二
三
名
一
而
無
二
三
体
一
・
錐
二
是
一
体
一
而
立
二
三

ヲ
ノ

ニ
シ
テ
レ
ニ
シ
ル
コ
ト

カ
ナ
レ
ハ
モ
モ
ナ
リ
カ
ナ
レ
ハ
モ
ナ
リ
カ
ナ
レ
ハ
モ
ナ
リ
ク
コ
ト
ノ

名
一
ｏ
是
三
即
一
相
其
実
無
し
有
し
異
。
法
身
究
寛
般
若
解
脱
亦
究
寛
。
般
若
清
清
余
亦
清
浄
。
解
脱
自
在
余
亦
自
在
。
聞
二
一
切

ワ
シ

シ
チ
ヲ
シ

ス
ル
ワ
ク
ト

ノ

法
一
亦
如
し
是
。
皆
具
二
仏
法
一
無
し
所
二
減
少
一
。
是
名
二
聞
円
一
等
云
云
。
此
釈
即
相
対
種
手
本
也
。

ニ

ト
ナ
ル

華
経
一
三
道
即
三
徳
也
。
（
定
遺
一
四
五
三
頁
）

し
か
し
、
善
因
に
よ
っ
て
善
報
を
生
ず
る
の
は
仏
教
の
常
識
で
あ
る
が
、
わ
れ
ら
凡
夫
は
、
そ
の
根
本
を
尋
ね
る
な
ら
ば
父
母
の
精
血

赤
白
二
滴
和
合
し
て
一
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
悪
の
根
本
で
あ
り
不
浄
の
源
で
あ
る
。
そ
の
不
浄
は
、
た
と
え
大
海
を
傾

け
て
洗
っ
て
も
洗
浄
と
は
な
ら
ず
、
苦
果
を
得
て
い
る
凡
夫
の
依
身
は
、
そ
の
根
本
を
探
り
見
る
な
ら
ば
、
貧
膜
擬
の
三
毒
よ
り
出
で
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
煩
悩
と
苦
果
と
の
二
道
に
よ
っ
て
業
を
構
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
業
道
が
即
ち
煩
悩
を
結
縛
し
て
い
る
法
な
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
煩
悩
・
業
．
苦
の
三
道
を
転
じ
て
三
仏
因
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
い
う
疑
問
が
起
き
て
来
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
ｏ
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
つ
い
て
『
始
聞
仏
乗
義
』
は
、
『
大
智
度
論
』
の
「
変
レ
毒
為
し
薬
」
の
説
に
よ
っ
て

理
解
し
、
次
の
よ
う
に
象
徴
的
に
論
断
し
て
い
る
。

シ
ノ

ノ

シ
テ

ノ
ヲ
ヘ
ハ
シ

ノ
タ
テ
フ
ス
カ
卜
、
フ
ハ
ト
ソ

但
付
法
蔵
第
十
三
天
台
大
師
高
祖
竜
樹
菩
薩
釈
二
妙
法
之
妙
一
宇
一
警
如
二
大
薬
師
能
以
レ
毒
為
己
薬
等
云
云
。
云
レ
毒
者
何
物
法
身
。
般
若

其
意
如
何
。

答
生
死
者
我
等
苦
果
依
身
也
。
所
謂
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
。
煩
悩
者
見
思
・
塵
沙
・
無
明
三
惑
也
ｏ
結
鵠
蓉
五
逆
・
十
悪
・

プ
卜
〈
カ
ノ

ナ
リ
ト
ハ

ノ

ト
ハ
ト
ハ
ト
ハ
ナ
リ
シ
ヲ
テ

四
重
等
也
。
法
身
者
法
身
如
来
般
若
者
報
身
如
来
解
脱
者
応
身
如
来
。
我
等
自
二
無
始
砿
劫
一
已
来
具
二
足
此
三
道
一
今
値
二
法

(､70）



テ
ヲ
ト
ハ
ト

ソ
シ
テ
ワ
ス
ト

ク
プ
ハ
ク

ト

ヶ
ケ
レ

・
解
脱
也
。
能
以
レ
毒
為
し
薬
者
何
物
。
変
二
三
道
一
為
二
三
徳
一
耳
。
天
台
云
妙
名
二
不
可
思
議
一
等
云
云
。
又
云
夫
一
心
乃
至
不
可

リ
ニ

ト
ハ
ス
レ

思
議
境
意
在
二
於
此
一
等
云
云
。
即
身
成
仏
申
此
是
也
。
（
定
遺
一
四
五
三
頁
）

つ
ま
り
、
天
台
大
師
が
『
法
華
玄
義
』
に
「
妙
名
二
不
可
思
議
一
」
と
述
べ
、
更
に
『
摩
訶
止
観
』
第
五
巻
に
一
念
三
千
の
法
門
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
こ
の
変
毒
為
薬
の
論
理
が
根
本
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
即
身
成
仏
と
い
う
こ
と
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
即
身
成
仏
と
い
う
用
語
が
格
別
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
観
心
段
も
本
尊
段
も
弘
通
段
も
、
そ
の
基
本
に
こ
の
よ
う
な
即
身
成
仏
の
問
題
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
察
で

き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
故
安
藤
俊
雄
教
授
は
、
相
対
種
の
論
を
「
敵
対
的
相
即
の
論
理
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

（
Ｅ
ｕ
）

あ
る
が
、
日
蓮
聖
人
は
更
に
変
毒
為
薬
の
教
え
を
凡
夫
に
具
現
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
即
身
成
仏
の
義
を
強
調
さ
れ
、
凡
身
の
ま
ま
に
成

仏
を
確
信
す
る
本
門
法
華
経
の
教
え
を
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
身
成
仏
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
論
以
上
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
語
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
「
光
日
尼
御
返
事
」
に
は
、

ツ

レ
ツ

三
の
つ
な
は
今
生
に
切
ぬ
。
五
の
さ
わ
り
は
す
で
（
既
）
に
は
れ
ぬ
ら
む
。

（
６
）

と
、
一
念
三
千
の
珠
を
内
包
す
る
法
華
経
に
よ
っ
て
女
人
の
障
碍
た
る
三
障
・
五
従
を
超
越
し
、

心
の
月
く
も
り
な
く
、
身
の
あ
か
き
へ
は
て
ぬ
。
即
身
の
仏
な
り
。
た
う
と
し
ノ
ー
。
（
定
遺
一
七
九
五
頁
）

と
い
う
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

．
念
三
千
の
成
仏
」
と
い
う
表
現
は
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
宝
塔
品
の
「
三
箇
の
勅
宣
」
に
つ
づ
い
て
提
婆
品
の
「
二
箇
の
諌
暁
」

を
明
ら
か
に
す
る
段
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ノ

ソ
メ

提
婆
達
多
は
一
関
提
な
り
、
天
王
如
来
と
記
せ
ら
る
…
…
一
切
五
逆
・
誇
法
・
間
提
、
天
王
如
来
に
あ
ら
は
れ
了
。
毒
薬
変
じ
て
甘
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（
マ
マ
）
呂
と
な
る
。
衆
味
に
す
ぐ
れ
た
り
。

レ

ノ

ノ

竜
女
が
成
仏
此
一
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
切
の
女
人
の
成
仏
を
あ
ら
は
す
。
法
華
已
前
の
諸
小
乗
経
に
は
女
人
成
仏
を
ゆ
る
さ
ず
。
諸

ハ

ユ
シ
チ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１

の
大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
改
転
の
成
仏
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
有
名
無
実
の
成
仏
往
生

シ
力

な
り
。
挙
一
例
諸
と
申
て
竜
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
べ
し
。
（
定
遺
五
八
九
’
五
九
○
頁
）

こ
こ
に
お
い
て
も
浬
薬
経
に
出
拠
す
る
と
い
う
変
毒
為
薬
が
、
提
婆
達
多
・
竜
女
に
象
徴
さ
れ
る
悪
人
・
女
人
の
成
仏
の
根
本
に
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
改
転
の
成
仏
」
と
い
う
の
は
、
『
録
内
啓
蒙
』
に
は
「
爾
前
〈
悪
人
女
人
ノ
成
仏
ヲ
明
セ
ト
モ
、

改
悔
発
心
ノ
上
、
転
悪
帰
正
シ
テ
後
ノ
成
仏
ニ
シ
テ
、
法
華
ノ
如
キ
ノ
当
位
即
妙
ノ
成
仏
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ヵ
故
二
改
転
ト
云
義
ナ
リ
、
或
〈

（
７
）

展
転
ノ
授
記
ト
モ
名
ク
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
更
に
『
啓
蒙
』
は
「
一
念
三
千
の
成
仏
」
に
つ
い
て
、
東
陽
房
忠
尋
が
『
弘
決
』
の
「
当

《

ノ

ノ
（
。
。
）

知
身
土
一
念
三
千
故
成
道
時
」
の
文
を
引
い
て
「
法
華
十
界
一
念
成
仏
、
十
界
一
念
授
記
也
」
等
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
相
当
す
る
と
こ
ろ

ノ
ノ
ノ

ト
モ
ュ

ノ
ニ
ナ

あ
り
と
言
い
、
ま
た
「
古
抄
」
に
「
今
経
皆
記
皆
字
事
、
十
界
当
位
即
妙
開
会
言
し
之
事
如
レ
上
、
猶
有
二
深
義
一
、
意
以
二
十
界
開
会
一
成
し

（
９
）
（
皿
）

之
也
」
等
と
あ
る
の
を
引
き
、
「
今
云
、
此
義
〈
今
ノ
御
書
一
念
三
千
ノ
成
仏
深
義
二
相
当
し
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
十
界

同
時
の
成
仏
、
当
位
即
妙
本
有
不
改
の
成
仏
に
つ
い
て
、
『
本
化
聖
典
大
辞
林
』
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
述
べ
て
い
る
。

一
念
三
千
の
成
仏
と
は
、
森
羅
三
千
の
諸
法
は
、
悉
く
十
界
衆
生
の
各
一
念
に
具
す
。
さ
れ
ば
一
人
成
仏
す
れ
ば
そ
の
所
具
の
十
界

三
千
の
諸
法
も
ま
た
同
時
に
成
仏
す
。
之
を
法
界
一
念
の
成
仏
と
も
、
十
界
同
時
同
共
の
成
仏
と
も
、
法
界
の
成
仏
と
も
い
う
。
さ

れ
ば
教
主
釈
尊
の
成
仏
は
、
や
が
て
ま
た
九
界
衆
生
の
成
仏
な
り
。
釈
尊
の
本
覚
開
顕
は
、
や
が
て
ま
た
九
界
衆
生
の
本
覚
の
開
顕

な
り
。
釈
尊
所
具
の
九
界
な
る
故
に
。
「
一
身
一
念
遍
於
法
界
」
と
は
是
也
。
さ
れ
ば
本
覚
の
釈
尊
よ
り
す
れ
ば
、
九
界
は
こ
れ
本

覚
の
仏
界
所
具
の
九
界
な
り
。
本
門
の
九
界
よ
り
す
れ
ば
、
教
主
釈
尊
の
本
覚
開
顕
は
、
こ
れ
衆
生
界
所
具
の
仏
界
を
顕
わ
し
た
も

（72）



う
な
り
。
仏
は
衆
生
の
仏
に
し
て
、
衆
生
は
仏
の
衆
生
な
り
、
た
だ
是
れ
同
共
同
体
の
一
念
三
千
、
一
人
の
成
仏
は
即
ち
十
界
同
時

の
成
仏
な
り
。
こ
れ
を
一
念
三
千
の
成
仏
と
い
う
。
（
上
巻
二
七
一
頁
）

周
知
の
通
り
、
「
当
知
身
土
一
念
三
千
故
成
道
時
」
と
い
う
『
弘
決
』
の
文
は
『
観
心
本
尊
抄
』
の
観
心
段
を
結
び
、
本
尊
段
に
転
換

す
る
重
要
な
文
章
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
当
位
即
妙
・
十
界
同
時
成
仏
と
い
う
こ
と
が
一
念
三
千
の
成
仏
の
重
要
な
要
素
で
あ
つ

（
、
）

て
、
し
た
が
っ
て
日
蓮
聖
人
の
示
さ
れ
る
即
身
成
仏
も
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
従
来
、
霊
山
往
詣
と
即
身
成
仏
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
矛
盾
す
る
も
の
だ
と
し
、
あ
る
い
は
二
つ
の
思
想
的
流
れ
を

（
蛇
）

折
衷
し
た
も
の
だ
と
の
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
如
上
に
見
た
よ
う
に
そ
れ
ら
両
つ
の
表
現
の
基
本
に
、
一
念
三
千
の
成

仏
と
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
念
三
千
の
成
仏
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
十
界
同
時
の

成
仏
、
法
界
成
仏
に
つ
い
て
の
論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
『
開
目
抄
』
に

九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
わ
り
て
、
真
の
十
界
互
具
、
百
界
千
如
、
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
（
定
遺

と
示
さ
れ
る
の
に
即
し
て
、
仏
界
即
九
界
の
成
仏
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
仏
凡
一
如
の
世
界
、
自
他
合
一
の
世

界
が
本
仏
で
あ
る
久
遠
実
成
の
教
主
釈
尊
の
救
済
に
よ
っ
て
具
現
す
る
こ
と
を
確
証
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
根
本
で
あ

ろ
う
。

即
身
成
仏
と
い
う
表
現
は
、
わ
れ
わ
れ
凡
身
に
即
し
て
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
し
ば
し
ば
、
法
華
経
の
世
界
と
し
て
描
か
れ
て
い

五
五
二
頁
）

四
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こ
の
小
稿
で
は
、
日
蓮
聖
人
が
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
角
度
か
ら
成
仏
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る

が
、
く
り
か
え
し
、
一
の
霊
山
往
詣
も
、
二
の
即
身
成
仏
も
、
三
の
仏
界
即
九
界
（
仏
凡
一
如
）
の
世
界
へ
の
悟
入
を
語
り
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
め
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
一
の
霊
山
往
詣
は
法
華
経
常
住
説
法
の
会
座
へ
の
帰
入
と
い
う
こ
と
に
即
し
て
示
さ
れ

と
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
有
縁
の
仏
と
結
縁
の
衆
生
、
す
な
わ
ち
久
遠
釈
尊
と
末
代
凡
夫
と
の
関
係
は
、
天
の
月
と
清
水
に
浮
ん
だ
月

影
と
の
関
係
に
醤
え
ら
れ
る
。
言
わ
ば
、
こ
の
よ
う
な
教
主
釈
尊
の
救
済
の
世
界
を
、
日
蓮
聖
人
が
前
掲
の
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
無

始
の
仏
界
と
無
始
の
九
界
の
相
即
相
入
と
い
う
救
済
の
確
証
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
わ
れ

こ
の
難

わ
れ
に
と
っ
て
、
即
身
成
仏
の
確
証
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
聖
人
は
同
じ
内
容
を
、
「
種
と
菓
と
の
同

時
の
成
仏
」
（
『
開
目
抄
』
定
遺
五
九
九
頁
）
等
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
語
り
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の

で
あ
る
。

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
法
華
取
要
抄
』
に
は
、

ノ

ヨ
リ

ノ
ナ
リ
テ
ノ
ニ

モ
ト
セ

ル
ノ
ニ
ハ
ノ
ト
《

此
土
我
等
衆
生
五
百
塵
点
劫
已
来
、
教
主
釈
尊
愛
子
也
。
依
二
不
孝
失
一
干
し
今
雌
し
不
二
覚
知
一
不
し
可
レ
似
二
他
方
衆
生
一
。
有
縁
仏
与
ニ

ノ

ヘ
《
シ
ノ
プ
カ
ニ

ノ
ト
ハ
ハ
シ
ノ
キ
ノ
ワ
ノ
プ
カ
二

結
縁
衆
生
一
譽
如
一
二
天
月
浮
二
清
水
一
。
無
縁
仏
与
二
衆
生
一
善
如
下
謹
者
聞
二
雷
声
一
盲
者
向
中
日
月
上
。
（
定
遺
八
一
二
貢
）

シ
ナ
ユ
シ
ワ

ノ
ノ
シ
テ

ニ
リ
ノ

今
来
二
至
法
華
経
一
授
二
与
実
法
一
法
華
経
本
門
来
一
室
略
開
近
顕
遠
一
自
一
華
厳
一
大
菩
薩
・
二
乗
・
大
梵
天
・
帝
釈
・
日
・
月
・
四
天

９
二
ル
ノ
ニ

レ
ハ

テ
ニ
ハ
ワ
ノ
ノ
カ
シ
ナ
ニ
ス
ル
ヲ

・
竜
王
等
位
隣
二
妙
覚
一
又
入
二
妙
覚
位
一
也
。
若
爾
者
今
我
等
向
し
天
見
し
之
生
身
妙
覚
仏
居
二
本
位
一
利
二
益
衆
生
一
是
也
。
（
定
遺

八
一
四
頁
）

五
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所
に
霊
山
浄
土
に
参
り
て
、

他
方
で
は
同
じ
上
野
殿
に

た
の
で
あ
り
、
二
の
即
身
成
仏
は
法
華
経
の
救
済
に
光
被
さ
れ
る
凡
身
に
即
し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し

て
一
・
二
は
決
し
て
矛
盾
す
る
表
現
で
は
な
い
。
例
え
ば
聖
人
は
上
野
尼
（
南
条
尼
）
に
対
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
心
は
父
君
と
一

所
に
霊
山
浄
土
に
参
り
て
、
手
を
と
り
頭
を
合
せ
て
こ
そ
悦
ば
れ
候
ら
め
」
（
定
遺
一
七
九
四
頁
）
等
と
霊
山
往
詣
を
語
り
か
け
な
が
ら
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
言
う
な
ら
ば
、
地
獄
と
仏
の
所
在
を
ど
こ
に
見
る
か
に
つ
い
て
、
「
重
須
殿
女
房
御
返
事
」
に
は
、
結
局
そ
れ
は
わ
れ
ら

凡
決
の
五
尺
の
身
あ
歯
鱸
膨
智
タ
の
だ
と
語
ら
れ
て
小
４
や
企
襄
迩
十
八
五
六
頁
平
や
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
状
景
と
し
て
語
る
こ
と
も
真
実
で

あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
が
五
尺
の
身
の
上
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
真
実
な
の
で
あ
る
。

成
仏
の
説
示
も
ま
た
同
様
に
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
註
〕（

１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

上

法
華
経
の
ゆ
へ
に
て
だ
に
も
あ
る
な
ら
ば
、
即
身
に
仏
に
も
な
ら
せ
給
な
ん
。
（
「
上
野
殿
御
返
事
」
日
興
写
本
、
定
遺
一
八
六
一

頁
警

戸
頃
重
基
「
娑
婆
即
寂
光
と
霊
山
往
詣
論
」
（
『
法
華
四
四
巻
、
一
・
二
・
三
号
）

木
村
泰
賢
『
大
乗
仏
教
概
論
』
第
二
篇
第
二
章
「
解
脱
論
」

『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
本
論
第
七
章

拙
稿
「
日
蓮
聖
人
の
仏
性
論
の
基
盤
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
巻
二
号

安
藤
俊
雄
『
天
台
性
具
思
想
論
』
四
五
頁
以
下
、
一
二
九
頁
以
下
等
。

同
様
の
表
現
が
「
妙
一
女
御
返
事
」
（
三
宝
寺
本
、
定
遺
一
七
九
九
頁
）
に
あ
り
、
同
時
に
「
就
類
種
・
相
対
種
の
成
仏
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。

日
全
本
、
第
二
’
九
五
七
頁
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（
８
）
日
全
本
、
第
二
’
九
五
八
頁

（
９
）
日
全
本
、
第
二
’
九
六
○
頁

（
加
）
日
全
本
、
第
二
’
九
六
一
頁

（
皿
）
「
当
位
即
妙
」
と
い
う
表
現
は
、
「
上
野
尼
御
前
御
返
事
」
（
真
蹟
存
、
定
遺
一
八
九
二
頁
）
、
「
妙
一
女
御
返
事
」
（
三
宝
寺
本
、
定
遺
一
七

九
八
頁
）
等
に
見
ら
れ
る
。

（
追
記
）
長
年
、
身
延
山
久
遠
寺
と
身
延
山
短
期
大
学
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
た
林
是
幹
先
生
の
古
稀
記
念
に
拙
稿
を
採
録
し
て
い
た
だ
く
光
栄
に
浴
し

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
重
要
な
課
題
を
極
く
一
側
面
か
ら
の
象
論
じ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

（
文
部
省
科
学
研
究
助
成
費
、
昭
和
五
十
四
年
度
総
合
研
究
Ａ
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
）

（
皿
）
前
註
（
１
）
参
照

（76）


